
No.235No.235

2012
6月号

急流と鍾乳洞の里  「球磨村」急流と鍾乳洞の里  「球磨村」

くまむら

「大きくなぁ〜れ」のおまじない

特
集

太陽のヒカリ
未来のエネルギー
太陽のヒカリ
未来のエネルギー



3 広報「くまむら」　平成２４年 6 月号

見事な男女優勝！おめでとうございます！
郡民体育祭ゲートボール男女チームが優勝報告

　

５
月
22
日
に
行
わ
れ
た
郡
民
体
育
祭
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
見
事
男
女
優
勝
を

果
た
し
た
球
磨
村
チ
ー
ム
の
、
嶽
本
正
司
さ

ん
、
馬
場
秋
男
さ
ん
、
馬
場
洋
子
さ
ん
が
、

５
月
25
日
、
村
長
室
を
訪
れ
、
優
勝
の
報
告

を
し
ま
し
た
。

　

球
磨
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
を
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）

◆ 今月の表紙 ◆

広報くまむら 6 月号　ＣＯＮＴＥＮＴＳ　目次
　３　特集  太陽のヒカリ  未来のエネルギー
　８	 球磨村防災連絡協議会			 
１０	 郡民体育祭結果					   
１１	 球磨村議会６月定例会			 
１２	 むらのトピックス				  
１６	 ふるさと文化財だより			 
１７	 お知らせ					   
１８	 社協コーナー

２０	 陽だまり
２１	 球磨村青年団２０１２
	 くまむら　ぱとろーる
２２　７月休日当番医、頑張れロアッソ！！
　　　今月のおススメＢｏｏｋｓ
２３	 みんなのひろば、７月行事予定
２４	 庄本川沿いを舞う初夏の風物詩　ほか

　「大きくなぁ～れ」のおまじない
　６月１８日、サツマイモの苗付けが、こがね保育園
の畑で行われました。参加したのは、こがね保育園児、
神瀬保育園児、一勝地小学校１・２年生。苗付けした
後には、「大きくなぁ～れ」とおまじないをかけ、秋
の大収穫を祈りました。（関連記事を１５ページに掲
載。）

嶽
たけもと

本正
まさ

司
し

さん（左）馬
ば ば

場秋
あき

男
お

さん（中）馬
ば ば

場洋
よう

子
こ

さん（右）

Pick
Up
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太
陽
光
発
電
と
は
？

太
陽
光
発
電
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
種
で
あ
り
、

昼
間
の
電
力
需
要
ピ
ー
ク
を
緩
和

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減

で
き
る
な
ど
の
特
長
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
な
ど
で
は
、
屋
根
に
太
陽
電

池
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
、
太
陽
の
光

で
電
気
を
つ
く
り
ま
す
。
つ
く
っ
た

電
気
は
実
際
に
家
庭
で
使
用
し
、
使

い
切
れ
ず
に
余
っ
た
電
気
は
電
力
会

社
が
買
い
取
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
、
停
電
に
な
っ
た

と
き
は
太
陽
が
照
っ
て
い
れ
ば
電
気

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
、
環
境
に
や

さ
し
く
、
経
済
的
に
も
う
れ
し
い
シ

ス
テ
ム
で
す
。

な
ぜ
今
、
太
陽
光
発
電
が
注
目
を

浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？

２
０
０
７
年
２
月
に
国
連
「
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
発
表
し
た
報
告
書

に
お
い
て
、
今
な
お
進
行
す
る
地
球

温
暖
化
に
つ
い
て
、『
原
因
は
二
酸
化

炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
今
世
紀
末
ま
で
に
、
地
球
の
平

均
気
温
は
最
大
で
６
・
２
度
上
昇
す

る
の
で
す
』
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
会
議
で
、

日
本
は
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化

炭
素
な
ど
）
を
６
％
削
減
す
る
と
い

う
目
標
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
３
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電

所
の
事
故
。
こ
の
事
故
に
よ
り
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
度
が
増
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
地
球
温
暖
化
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
対
策
や
原
子
力
発

電
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
と

し
て
、
国
も
推
進
を
し
て
い
る
の

が
、
太
陽
光
発
電
で
す
。
太
陽
光
発

電
は
、
発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
を
輩

出
せ
ず
、
騒
音
も
な
い
、
環
境
に
と

て
も
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。

太
陽
光
発
電
の
メ
リ
ッ
ト

①
ク
リ
ー
ン
で
枯
渇
し
な
い

太
陽
光
発
電
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が

無
尽
蔵
で
、
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
点
で

す
。
石
油
を
燃
焼
さ
せ
て
電
気
を
起

こ
す
火
力
発
電
の
よ
う
に
、
発
電
時

に
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
や
、
Ｓ
Ｏ

ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素

酸
化
物
）
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
設
置
場
所
を
選
ば
な
い

太
陽
光
発
電
は
、
導
入
す
る
シ

ス
テ
ム
の
規
模
に
関
係
な
く

発
電
効
率
が
一
定
で
す
。
設
置
す
る

場
所
の
広
さ
に
合
わ
せ
て
自
由
に
規

模
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、一

般
家
庭
か
ら
大
規
模
施
設
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
騒
音

や
排
出
物
も
な
い
の
で
、
日
射
量
さ

え
確
保
で
き
れ
ば
、
設
置
場
所
を
選

び
ま
せ
ん
。
屋
根
や
屋
上
な
ど
へ
の
設

置
の
ほ
か
、
近
年
で
は
ビ
ル
の
壁
に
設

置
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

③
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
簡
単

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
構
造

的
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
た
め
、

ほ
か
の
発
電
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
簡
単
で
す
。
シ
ス
テ
ム

の
寿
命
も
比
較
的
長
く
、
現
在
、
太

陽
光
発
電
に
用
い
ら
れ
る
太
陽
電
池

の
耐
用
年
数
は
、
20
年
以
上
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
設
置
場
所
な
ど
の
諸
条

件
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）。

　

太
陽
の
光
は
枯
渇
す
る
こ
と
の
な
い
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
問
題
や
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

原
発
事
故
を
背
景
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
度
が
増
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
今
回
注
目
し
て
み
ま
す
。

今、注目される太陽光発電
未来の暮らしを支える
再生可能エネルギー

家
庭
に
お
け
る
住
宅
用
太
陽

光
発
電
の
し
く
み

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
は
、
太
陽
の
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
受
け
て
太
陽
電
池
が
発
電

し
た
直
流
電
力
を
、
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
よ
り
電
力
会
社
と

同
じ
交
流
電
力
に
変
換
し
、
家
庭

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
家
電
製
品
に
電

気
を
供
給
し
ま
す
。

　

一
般
の
系
統
連
系
方
式
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
は
、
電
力
会

社
の
配
電
線
と
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
、
発
電
電
力
が
消
費
電
力
を

上
回
っ
た
場
合
は
、
電
力
会
社
へ

逆
に
送
電
（
逆
潮
流
）
し
て
電
気

を
買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
反
対
に
、
曇
り
や
雨
の

日
な
ど
発
電
し
た
電
力
で
は
足

り
な
い
時
や
夜
間
な
ど
は
、
従
来

通
り
電
力
会
社
の
電
気
を
使
い
ま

す
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
電
気
の
や
り

と
り
は
自
動
的
に
行
わ
れ
る
の

で
、
日
常
の
操
作
は
一
切
不
要
で

す
。 家

庭
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

◆キーワード
太陽電池：太陽の光エネルギーを直接電気に変換する装置。
接 続 箱：太陽電池からの直流配線を一本にまとめ、パワーコンディショナに送るための装置。
パワーコンディショナ：太陽電池で発電した直流電力を交流電力に変換するための装置。
分 電 盤：家の配線に電気を分ける装置。
電力量計：�電力会社に売った電力や、購入した電力を計量するメーター。売電用と買電用の２つの

電力量計が必要となります。
系統連系：自家用発電設備を電力会社の配電線に接続して運用する方法。
逆 潮 流：�系統連系する太陽光発電などの自家用発電設備から、電力会社の配電線（商用系統）へ

電力が流れること。

（資料の出典：太陽光発電協会）

特
集
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太陽電池パネルのイメージ
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太
陽
の
ヒ
カ
リ

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

太
陽
の
ヒ
カ
リ

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

住宅太陽光発電設置には、
国・県・村の補助金があります
≪平成２４年度の国・県・村における住宅太陽光発電システム設置補助金制度≫

※あくまでもこれらの補助金は平成２４年度におけるものです。
※申請方法等の詳細内容については各ホームページ等をご確認ください。
　　国（Ｊ-ＰＥＣ　太陽光発電普及拡大センター）		 URL:http://www.j-pec.or.jp
　　県（くまもとソーラーコールセンター補助金サイト）	 URL:http://www.kumamotogreen.jp
　　村（球磨村役場ホームページ）　　　　　　　　　　　URL:http://www.kumamura.com

● 設置費用：２００万円
● 対象システムの最大出力：５．０ｋＷ
● �県内でモジュールが生産された太陽光発電システムを設置し、村内業者

と設置に係る工事請負契約を交わした場合。

国の補助金算出
２００万円÷５．０ｋＷ＝４０万円／ｋＷ
ゆえに…１ｋＷ当たりの補助金単価は３．５万円
よって…５．０ｋＷ×３．５万円＝１７．５万円（①）
県の補助金算出
県内でモジュールが生産された太陽光発電システムであることから８．０万円（②）の補助。
村の補助金算出
最大出力量５．０ｋＷ×１．５万円＝７．５万円
ゆえに…上限いっぱいの５．０万円の補助。
また、村内業者と設置に係る工事請負契約を交わした場合であるので、さらに３．０万円を加算し、
合わせて８．０万円（③）の補助。
国・県・村の補助金合計 （①＋②＋③）
１７．５万円＋８．０万円＋８．０万円＝３３．５万円となります。

※これは一例であり、このほかにもさまざまなケースが考えられます。

たとえば

補　助　対　象 補　助　金　額

国
住宅に対象システムを設置しようとする個人、法人、
または区分所有法で規定する管理者（すでに設置し
ている方、設置工事を開始している方は対象外）。

1kw当たりの補助対象経費が、
3. 5万円を超えて47. 5万円以下の場合に1kw当たり3. 5万円を補助。
47. 5万円を超えて55. 0万円以下の場合に1kw当たり3. 0万円を補助。

県
住宅に対象システムを設置しようとする個人、法人、
または区分所有法で規定する管理者（すでに設置し
ている方、設置工事を開始している方は対象外）。

1 件当たり定額 4. 0 万円。
ただし、県内でセルまたはモジュールが生産された太陽光発電
システムを設置する場合は、1 件当たり定額 8. 0 万円を補助。

村

球磨村に居住し、または居住を予定する者であって、
次に掲げる要件をすべて満たすもの。
（1）�交付申請をした日の属する年度の末日までに、

対象システムの設置を完了すること。
（2）�電力会社と電灯契約及び余剰電力の受給契約を

結ぶことができる個人であること。
（3）�その属する世帯のすべての者が村民税等を滞納

していないこと。
（4）過去にこの補助金の交付を受けていないこと。

（1）�太陽電池モジュールの最大出力の数値に 1. 5 万円を乗じた
額（1kw 当たり 1. 5 万円）とし、5. 0 万円を上限とする。

（2）�設置に係る工事請負契約を、村内業者と締結した場合は（1）
の額に定額 3. 0 万円を加算する（村内業者とは、球磨村に
本店や支店、営業所等がある法人または個人事業者）。

本
村
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年

度
一
般
会
計
予
算
に
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
が
計

上
さ
れ
、
５
月
１
日
よ
り
受
付
申
請

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
付
開
始
後
に
は
早
速
申
請
者
も

あ
り
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
に
対
す

る
関
心
度
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
の
補
助
金
を
利
用
し
て
設
置
を

す
る
と
は
言
っ
て
も
、
簡
単
に
手
を

出
せ
る
金
額
で
は
な
い
の
も
事
実
で

す
。
ま
ず
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と

し
た
計
画
を
立
て
て
設
置
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
身
の
回
り
の
小
さ
な
こ
と
か
ら

始
め
る
こ
と
で
す
。

　

５
月
18
日
、
政
府
の
「
電
力
需
給

に
関
す
る
検
討
会
合
」
・
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

「
今
夏
の
電
力
需
給
対
策
」
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
九
州
電
力
管
内
で

は
、
需
給
が
ひ
っ
迫
に
よ
る
電
力
不

足
を
避
け
る
た
め
、
今
夏
の
需
要

の
ピ
ー
ク
期
間
・
時
間
帯
の
使
用

最
大
電
力
（
ｋ
Ｗ
）
に
お
い
て
、

２
０
１
０
年
比
10
％
以
上
の
節
電
要

請
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
夏
の
節
電
要
請
を
背
景

に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
室

内
の
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
高
め

に
し
た
り
、
日
中
は
不
要
な
照
明
を

消
す
よ
う
に
す
る
、
ま
た
、
テ
レ
ビ

は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
す
る
と
と

も
に
、
画
面
の
輝
度
を
下
げ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
節
電
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
積
み
重
ね
を
た
く

さ
ん
の
人
が
協
力
す
る
こ
と
で
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
力
を
合
わ
せ
て
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
植
物
を
育
て
、
動
物
た

ち
や
私
た
ち
人
間
に
活
力
を
与
え
て

く
れ
る
「
太
陽
の
ヒ
カ
リ
」
―
そ
の

「
太
陽
の
ヒ
カ
リ
」
は
、
地
球
が
誕

生
し
た
時
か
ら
存
在
し
、
生
命
を
誕

生
さ
せ
て
く
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、
そ
れ
は
こ
の
先
も
変
わ
ら
ず
、

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
「
未
来
（
こ
れ
か

ら
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
の
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
、
単
な
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
に
過
ぎ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大

き
な
可
能
性
を
持
っ
た
「
希
望
の
ヒ

カ
リ
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
、
太
陽
光
発
電
に
皆
さ
ん

も
注
目
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

特
集

　
　

太
陽
の
ヒ
カ
リ

　
　

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー　

（
終
）

「希望のヒカリ」

特
集

太陽のヒカリ
未来のエネルギー

特
集

太陽のヒカリ
未来のエネルギー
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災
害
時
の
連
携
を
確
認

球
磨
村
防
災
連
絡
協
議
会

　

梅
雨
時
期
を
前
に
、
６
月
５
日
、
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
清
流
館
」
に
お
い
て
、
行
政
、
議
会
、

消
防
、
各
区
長
、
各
組
織
の
代
表
者
等
が
出
席
し
て
球
磨

村
防
災
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
機
関
の
密
な
連
携
を

　

会
議
で
は
、
柳
詰
村
長
が
、
「
本

村
で
は
、
地
理
的
状
況
か
ら
梅
雨
時

期
に
お
い
て
、
河
川
の
氾
濫
、
山
崩

れ
、
あ
る
い
は
崖
崩
れ
等
の
大
き
な

災
害
が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
各
関
係
機

関
に
お
か
れ
ま
し
て
は
防
災
や
水
防

体
制
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
連
携
を

密
に
し
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
安
全

確
保
の
た
め
に
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
災
害
応
急
対
策
に
つ
い

て
各
課
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。危

険
か
ら
家
族
を
守
る
た
め
に

　

本
村
で
は
、
全
世
帯
に
防
災
マ
ッ

プ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
が
大
切
で
す
。

　

も
し
も
の
事
態
か
ら
家
族
を
守
る

た
め
に
、
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

家
族
で
防
災
会
議
を
開
き
、
災
害
か

ら
身
を
守
る
方
法
を
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

避難対象
地　　区

予想される
危　　　険

河 川 名 等
災害危険区域
の指定の有無

避　　難　　予　　定　　場　　所
第１避難所 第２避難所 第３避難所

場　所　名 収容
人員 場　所　名 収容

人員 場　所　名 収容
人員

渡 洪　水 球磨川、小川 渡小学校屋内運動場 300 雲　泉　寺 50 渡保育園 50
渡 洪　水 球磨川、小川 渡多目的集会施設 130 島田公民館 30 舟戸公民館 30

渡 山腹崩壊等 渡地区 峯公民館 30 球磨村総合運動公園 
( 桜ドーム） 500

中園・田頭 洪　水 球磨川、中園川 球磨村コミュニティセンター
「清流館」 300

一勝地 洪　水 芋　川 一勝地小学校屋内運動場 300 一　勝　寺 50 意　足　院 50
一勝地 洪　水 芋　川 球磨中学校屋内運動場 500
一勝地 山腹崩壊等 一勝地地区 ふるさと振興センター 30 友尻公民館 30
池　下 洪　水 球磨川 池下公民館 30

淋 洪　水 球磨川 （※ 淋地区は防災工事終了後に選定する）
大坂間 洪　水 球磨川 大坂間公民館 30
三ヶ浦 山腹崩壊等 三ヶ浦地区 大無田地区林業総合センター 130
神　瀬 洪　水 球磨川、川内川 神瀬多目的集会施設 130
神　瀬 洪　水 球磨川、川内川 信　証　寺 50 神　照　寺 50 乗　光　寺 50

高沢･横井
蔵谷･沢見 山腹崩壊等 中園川 高沢地区多目的集会所 100

災害時の避難予定場所

異常気象時には通行規制を行います！
　大雨等の異常気象時において、落石等による被害が発生する恐れのある区間の事故を未然に防止する
ため、下記のとおり交通規制を行いますのでご理解とご協力をお願いします。

①規制区間（球磨村内）
　　　■国道２１９号　楮木～神瀬の１０.５km区間	　■国道２１９号　神瀬～渡の１５.０km区間
②規制内容
　　【通行注意】連続雨量が１５０ｍｍを越えた場合
　　【通行禁止】連続雨量が２００ｍｍを越えた場合
　　【規制解除】�時間雨量が２ｍｍ以下で３時間経過した後、道路パトロール等で安全が確認された場

合、解除します。ただし、夜間は、安全が確認できないため、夜明けを待って道路パ
トロール等を行います。（夜間の解除はできません）

③緊急車両等の通行
　　　�通行規制における規制区間内の通行は、緊急車両等であっても認めないものを原則としていま

す。ただし、当該緊急車両等の業務上、真にやむを得ない事情があるときは、危険であることを
充分認識していただき、当該車両の責任において通行させる場合があります。

　　　　　　（お問合せ先）球磨地域振興局土木部維持管理課（☎２４－４２０８）
　　　　　　　　　　　　　　　または　球磨村役場　建設課（☎３２－１１１６）

インターネットをご利用の方で、
下記のアドレスにアクセスすると情報閲覧が可能です

熊本県総合防災情報　　　　　　　　http://www.bousai.pref.kumamoto.jp
国土交通省　八代河川国道事務所　　http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/
熊本地方気象台　　　　　　　　　　http://www.jma-net.go.jp/kumamoto/
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男
女
と
も
に
強
さ
を
見
せ
優
勝

　

５
月
22
日
、
郡
民
体
育
祭
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
免
田

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

男
子
チ
ー
ム
は
湯
前
町
、
錦
町
に

連
勝
し
予
選
を
突
破
。
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
も
相
手
を
寄
せ
付
け
ず
、

相
良
村
、
錦
町
に
連
勝
し
、
決
勝
戦

で
山
江
村
を
破
り
優
勝
。

　

女
子
チ
ー
ム
は
初
戦
で
水
上
村
に

敗
れ
た
も
の
の
、
錦
町
に
勝
利
し
予

選
を
突
破
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

は
、
山
江
村
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
勝
利

し
、
決
勝
戦
で
錦
町
を
破
り
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
男
女
と
も
に
９
月
15
日
、

16
日
に
菊
池
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

【
大
会
成
績
】

（
男
子
）

　

優
勝　

球
磨
村

（
女
子
）

　

優
勝　

球
磨
村

　

６
月
９
日
、
郡
民
体
育
祭
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
あ
さ
ぎ
り

町
森
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
１

チ
ー
ム
８
人
で
競
技
し
、
打
数
の
少

な
い
上
位
５
名
の
合
計
打
数
で
順
位

を
競
い
ま
す
。

　

大
会
は
、
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
芝
目
を
読

む
難
し
さ
や
、
球
を
打
つ
力
の
加
減

に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
男
子
チ
ー
ム
は
２

位
、
女
子
チ
ー
ム
は
４
位
と
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
来
年
は
優

勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
大
会
成
績
（
敬
称
略
）
】

団
体
の
部

（
男
子
）

　

優
勝　

多
良
木
町

　

２
位　

球
磨
村

　

３
位　

錦
町

（
女
子
）

　

優
勝　

水
上
村

　

２
位　

多
良
木
町

　

３
位　

あ
さ
ぎ
り
町

　

４
位　

球
磨
村

個
人
の
部

（
男
子
）

　

４
位　

髙た
か
は
し橋　

清き
よ
し司　

　

35
打

（
女
子
）

　

２
位　

西に
し
ば
や
し林　

千ち

づ

こ
鶴
子　

34
打

　郡体ゲートボールチーム

見事男女アベック優勝!!
　郡体グラウンド・ゴルフチーム

男子２位、女子４位と健闘!!

　

球
磨
村
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
12
日
召
集
さ
れ
、
４
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
条
例
の
制
定
３
件
、
規

約
の
一
部
変
更
２
件
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
７
議

案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
質
問
に
は
５
人
が
登
壇
し
、
村
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
中
心
に
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

答弁する柳詰村長

村
長
給
与
20
％
、
副
村
長
給
与
10
％
、

教
育
長
給
与
５
％
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額

球
磨
村
議
会
６
月
定
例
会 

　
条
　
例

●�

球
磨
村
長
等
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●�

球
磨
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●�

球
磨
村
手
数
料
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
規
　
約

●�

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●�

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

　
予
　
算

●�

平
成
24
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

●�

平
成
24
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
一
般
質
問

田
代　

利
一　

議
員

○
村
長
所
信
表
明

１
．
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

・
地
域
観
光
資
源
の
活
用

・
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

毎
床　

文
博　

議
員

○�

婚
活
、
交
流
会
の
企
画
支
援
に
つ

い
て

１
．�

婚
活
、
交
流
会
に
伴
う
窓
口
設

置
に
つ
い
て

○�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
に
伴
う
農
業
振
興
に

つ
い
て

１
．�

農
業
振
興
と
農
地
の
保
全
対
策

に
つ
い
て

２
．�

食
糧
確
保
に
向
け
て
農
地
の
保

全
啓
蒙

３
．�

受
委
託
事
業
（
山
間
地
モ
デ

ル
）
へ
の
取
り
組
み

○
人
材
育
成
に
つ
い
て

１
．�

村
民
の
信
頼
に
応
え
る
職
員
育

成

　

・�

行
政
改
革
に
よ
る
職
員
の
適
正

化

　

・
職
員
資
質
の
向
上
（
教
育
）

　

・�

企
業
的
経
営
感
覚
の
あ
る
職
員

育
成

　

・�

能
率
が
向
上
す
る
よ
う
な
指
揮

監
督

　

・
勤
務
評
定

髙
澤　

康
成　

議
員

○
農
林
業
の
振
興

１
．�

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
け
る
取
り

組
み
内
容

○
地
域
観
光
資
源
の
活
用

１
．�

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
け
る
取
り

組
み
内
容

○�

若
い
世
代
が
誇
り
を
持
て
る
む
ら

づ
く
り

１
．�

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
け
る
取
り

組
み
内
容

○
共
助
の
む
ら
づ
く
り

１
．�

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
け
る
取
り

組
み
内
容

舟
戸　

治
生　

議
員

○
災
害
・
防
災

１
．
治
水
対
策
と
土
砂
災
害

　

・�

水
害
常
襲
地
で
あ
る
渡
地
区
の

整
備
と
土
石
流
、
急
傾
斜
地
対

策
に
つ
い
て

○
観
光
商
業

１
．
観
光
資
源
の
発
掘
、
観
光
商
業

　

・�

観
光
整
備
、
観
光
客
の
誘
致
拡

大
、
地
元
商
業
と
の
連
携
に
よ

る
観
光
商
業
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て

多
武　

義
治　

議
員

○
前
村
長
の
施
策
の
継
承
に
つ
い
て

１
．
い
つ
か
ら
そ
の
よ
う
な
考
え
か

○��

渡
、
神
瀬
地
区
の
役
場
出
張
所
の

考
え

○
役
場
休
日
窓
口
の
考
え

○
森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

１
．�

所
信
表
明
で
、
「
森
林
資
源
を

活
用
し
、
伐
採
植
林
を
計
画

的
」
に
と
あ
る
が
、
法
正
林
化

ま
で
目
指
す
の
か
、
具
体
的
な

施
策
は

○
山
林
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

１
．
昨
年
と
比
べ
て
変
わ
っ
た
点
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パ
ソ
コ
ン
初
心
者
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
初
心
者
を
対
象
に
、
５
月

27
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
室
が

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
イ
ク
ス
ト
ラ
イ

ド（
株
）の
樅も

み
の
き木

裕ひ
ろ
し志

さ
ん
を
迎
え
、

球
磨
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
基
礎
知
識
や
電
子
メ
ー
ル
の
方

法
、
音
楽
や
動
画
の
視
聴
を
体
験
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
注
意

点
と
し
て
個
人
情
報
の
管
理
な
ど

が
必
要
と
説
明
を
受
け
、
安
全
に

楽
し
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し

む
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

インターネットを楽しむために
ゼロからはじめるインターネット教室

平和で明るい村づくりに多大な貢献
故 毎床弘之さん旭日単光章を受章

中学校の学習や活動を体験
小中連携事業開講式

心地よいジャズの音色に癒される
ホタル石倉コンサート

糸原地区の「山の神」に新しい社
球磨工業高校伝統建築専攻科が建造

災害時期を前に合同訓練
球磨村消防団夏期訓練

神瀬地区活性化のために活用を協議
旧神瀬小学校等活用協議会

くまむらの自然を味わいウォーキング
ふれあいウォーキング in くまむら

奥様の和
か ず こ

子さん（中）と息子の直
すなお

さん（右）中学生になるための学習のスタート

ジャズの音色に癒されました

社の完成を祝いもち投げが行われました規律を正し通常点検をする団員

関係者が集まり協議がなされました 友達と楽しく歩きました

　

５
月
25
日
、
故
毎
床
弘
之
さ
ん

の
旭
日
単
光
章
の
受
章
に
あ
た
り
、

叙
勲
の
伝
達
を
、
奥
様
の
和
子
さ

ん
と
息
子
の
直
さ
ん
が
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

毎
床
弘
之
さ
ん
は
、
昭
和
57
年

に
球
磨
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、

平
成
６
年
に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
、

３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
、
球
磨
村
の
振
興
発
展
や
産

業
、
経
済
、
文
化
、
教
育
な
ど
多

方
面
に
わ
た
っ
て
献
身
的
な
努
力

を
重
ね
ら
れ
、
平
和
で
明
る
い
村

づ
く
り
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
学
校
の
「
学
習
」・「
人
」・「
場

所
」
に
慣
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
学

で
き
る
よ
う
に
１
年
間
を
通
し
て

外
国
語
活
動
や
体
育
・
音
楽
の
学

習
体
験
、
部
活
動
な
ど
の
特
別
活

動
体
験
を
行
っ
て
い
く
小
中
連
携

事
業
の
開
講
式
が
５
月
31
日
、
球

磨
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
は
、
村
内
２
小
学
校
か

ら
６
年
生
21
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
球
磨
中
学
校
１
年
生
の
大お

お

無む

田た

愛あ
い
か佳

さ
ん
、
糸い

と
は
ら原

郁ふ
み

哉や

く
ん
、

告つ
げ

加か

な

よ
奈
代
さ
ん
、
淋

そ
そ
ぎ

竜た
つ
や也

く
ん
が

昨
年
受
講
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
、
石
の
交
流
館
「
や

ま
な
み
」
に
お
い
て
ホ
タ
ル
石
倉

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
８
回
目
と
な
る
今
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
、
球
磨
焼
酎
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
マ

ノ
ハ
・
シ
ョ
ー
レ
ル
」
の
皆
さ
ん

が
出
演
。
心
地
よ
い
ジ
ャ
ズ
の
音

色
と
ト
ー
ク
で
訪
れ
た
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
に

は
、
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
に
出
向
き
、

真
っ
暗
な
中
を
漂
う
黄
色
い
光
を

観
て
感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

糸
原
地
区
に
祭
っ
て
あ
る
「
山

の
神
」
の
新
し
い
社
の
完
成
を
祝

い
、
５
月
26
日
、
も
ち
投
げ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

社
を
建
造
し
た
の
は
、
球
磨
工

業
高
校
伝
統
建
築
専
攻
科
の
生
徒

ら
で
、
３
年
前
に
も
同
地
区
に
祠

を
寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
も
立
派

な
木
造
の
社
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

社
の
完
成
を
祝
っ
て
行
わ
れ
た

も
ち
投
げ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
地

域
住
民
が
集
ま
り
、
社
か
ら
投
げ

ら
れ
る
も
ち
を
、
我
先
に
と
拾
い

集
め
る
な
ど
大
変
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
、
渡
小
学
校
運
動
場

に
お
い
て
、
黄
檗
呉
一
団
長
以
下
、

１
２
０
名
の
消
防
団
員
が
集
合

し
、
消
防
団
夏
期
訓
練
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
規
律
訓
練
や
通
常
点

検
が
消
防
署
西
分
署
の
消
防
士
に

指
導
を
受
け
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
の
新
入
団
員

も
基
礎
訓
練
な
ど
慣
れ
な
い
動
き

に
戸
惑
い
な
が
ら
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　

救
急
法
の
訓
練
で
は
、
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
が
行
わ
れ
、
消
防
団

員
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

旧
神
瀬
小
学
校
や
神
瀬
多
目
的

集
会
施
設
周
辺
に
つ
い
て
の
活
用

協
議
会
が
６
月
４
日
、
神
瀬
多
目

的
集
会
施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
村
長
を
は
じ
め
協
議

会
委
員
や
役
場
関
係
者
が
出
席
し

開
催
さ
れ
、
今
後
の
活
用
に
つ
い

て
協
議
し
、「
企
業
が
参
入
し
や

す
い
条
件
を
与
え
て
再
度
募
集
し

た
ら
ど
う
か
」、「
給
食
室
を
利
用

し
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
へ
の
食
事

の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
か
」「
学

校
教
室
を
利
用
し
女
性
が
内
職
を

で
き
る
と
こ
ろ
は
ど
う
か
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
、
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
in
く
ま
む
ら
が
、
家
族
連

れ
な
ど
28
人
が
参
加
し
て
、
石
の

交
流
館
「
や
ま
な
み
」
か
ら
渡
多

目
的
集
会
施
設
ま
で
の
往
復
約
12

㌔
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
、
球
磨
村
の
自
然
を
味
わ
い

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
後
に
は
シ
ャ
ッ
フ

ル
ボ
ー
ド
と
い
う
黒
デ
ィ
ス
ク
を

得
点
の
領
域
ま
で
滑
ら
せ
て
合
計

点
を
競
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

まいとこ　  ひろし

サイト閲覧方法や電子メールの方法を学びました

むら のトピックスむら のトピックス
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村
内
３
小
中
学
校
の
教
職
員
ら

が
参
加
し
て
、
６
月
８
日
、
教
職

員
研
修
会
が
一
勝
地
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
の
５

日
間
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
学
校

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
導
者
養
成

研
修
に
参
加
さ
れ
た
一
勝
地
小
学

校
の
重
松
加
代
子
事
務
主
幹
が
講

演
し
、
事
務
職
員
の
立
場
か
ら
学

校
経
営
に
参
画
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
の
解
決
や
学
校
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
な
ど
、

研
修
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

重
しげまつ

松加
か よ こ

代子事務主幹が研修内容を報告
球磨村教職員研修会

真心こめて一つずつ袋かけ
球磨中１年生梨の袋かけ体験

近況や昔話でにぎやかなひととき
楮木虚空蔵堂の夏祭り

球磨人吉の焼酎の文化と歴史
文化協会主催特別講演会

おいしい牛乳をありがとございます
父の日に牛乳（ちち）を送ろう！

秋の大収穫を願いながら
保育園児と小学生がサツマイモの苗付け

食のありがたさを実感！
「さんがうら」で田植え体験

一つずつ丁寧に包みましたとても楽しい人形劇でした

堂内でにぎやかに酒を酌み交わしました

焼酎文化を語る前
まえ

田
だ

一
かずひろ

洋先生女性部の方々より牛乳を受け取る川口副村長

みんなで協力して芋の苗付けをしました
横一列で苗を植える参加者

　

６
月
４
日
、
毎
床
地
区
の
一
勝

地
果
実
組
合
の
協
力
の
も
と
、
球

磨
中
１
年
生
30
人
が
、
梨
の
袋
か

け
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

選
果
場
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
組
合
員
が
経

営
す
る
梨
園
に
分
か
れ
て
袋
か
け

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

頭
上
の
作
業
に
苦
労
し
て
い
ま
し

た
が
、
時
間
が
経
ち
慣
れ
て
く
る

と
パ
ッ
ト
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
袋
が

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

球
磨
村
の
特
産
品
で
あ
る
梨
の

生
産
に
触
れ
、
郷
土
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
会
の
皆
さ
ん
８

名
が
、
６
月
11
日
、
渡
保
育
園
の

人
権
教
室
で
、
子
ど
も
た
ち
に
人

形
劇
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

人
形
劇
は
『
大
き
な
カ
ブ
』
と

い
う
題
目
で
、
な
か
な
か
抜
け
な

い
カ
ブ
を
家
族
み
ん
な
で
協
力
し

て
力
を
合
わ
せ
て
ひ
っ
こ
抜
く
と

い
う
も
の
で
、子
ど
も
た
ち
に
、「
み

ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
、
助
け
合

う
こ
と
の
大
切
さ
」
を
伝
え
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
笑
顔
で
熱
心

に
劇
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
、
楮
木
地
区
で
は
、

村
内
唯
一
の
虚
空
蔵
（
こ
く
ん
ぞ
）

菩
薩
が
安
置
し
て
あ
る
楮
木
虚
空

蔵
堂
の
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
祭
り
に
併
せ
て
、
早
朝

よ
り
楮
木
地
区
の
住
民
が
集
ま
り
、

楮
木
虚
空
蔵
堂
の
周
辺
清
掃
や
地

区
内
道
路
の
草
払
い
、
公
園
の
清

掃
が
行
わ
れ
、
周
辺
清
掃
終
了
後

に
は
、
堂
内
で
宴
会
を
し
、
そ
れ

ぞ
れ
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
近

況
や
昔
話
な
ど
を
し
て
、
に
ぎ
や

か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
主
催
の
特
別
講
演

会
が
、
講
師
に
前
田
一
洋
先
生
を

迎
え
６
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
演
は
、「
球
磨
人
吉
の
焼
酎

文
化
」
の
演
題
の
も
と
、
球
磨
人

吉
の
焼
酎
の
歴
史
や
文
化
、
ま
た

焼
酎
の
正
し
い
飲
み
方
、
球
磨
人

吉
の
文
化
の
一
つ
で
あ
る
「
さ
か

ず
き
」
の
新
し
い
方
法
を
教
え
る

な
ど
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
田
先
生
の
冗
談
交
じ
り
の
語

り
に
は
、
お
客
さ
ん
も
笑
い
声
を

あ
げ
、
最
後
ま
で
熱
心
に
講
演
を

聞
き
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

球
磨
地
域
は
、
県
内
有
数
の
牛

乳
の
生
産
地
で
あ
り
、
多
く
の
酪

農
家
が
生
産
に
励
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
安
全

で
安
心
な
牛
乳
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

た
め
、「
父
の
日
に
牛
乳
（
ち
ち
）

を
送
ろ
う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

一
環
と
し
て
、
６
月
11
日
、
球
磨

酪
農
農
業
協
同
組
合
女
性
部
の
３

名
が
村
長
室
を
訪
れ
、
川
口
貞
則

副
村
長
に
牛
乳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
17
日
の
父
の
日
に
は
、

渡
発
船
場
前
に
お
い
て
牛
乳
パ
ッ

ク
の
無
料
配
布
や
ア
ン
ケ
ー
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
、
こ
が
ね
保
育
園
児

と
神
瀬
保
育
園
児
、
一
勝
地
小
学

校
１
・
２
年
生
が
、
こ
が
ね
保
育

園
の
畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
付
け

を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
小
学
生
の
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
み
畑

へ
移
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
な

が
ら
土
を
横
長
に
堀
り
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
苗
を
寝
か
せ
る
よ
う
に
し

て
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、み
ん
な
で
「
大

き
く
な
ぁ
～
れ
」
と
元
気
に
お
ま

じ
な
い
を
か
け
て
、
秋
の
大
収
穫

を
祈
り
ま
し
た
。

　

６
月
10
日
、
田
舎
の
体
験
交
流

館
「
さ
ん
が
う
ら
」
で
は
、
参
加

者
約
40
人
が
集
ま
り
、
田
植
え
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
植
え
は
、
昔
な
が
ら
の
横
一

列
に
な
り
縄
の
目
印
に
沿
っ
て
植

え
て
い
く
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
段
落
し
た
10
時
半

頃
に
は
、
あ
ん
こ
も
ち
や
き
な
こ

も
ち
な
ど
の
「
よ
け
ま
ん
」
が
振

る
舞
わ
れ
、
そ
の
後
、
残
り
の
田

ん
ぼ
へ
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
地
道
な
作
業
が
き
つ
か
っ
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

５日間の研修内容を報告する重松加代子事務主幹（右）

みんなが仲良く優しくしましょう◎
渡保育園人権教室

むら のトピックスむら のトピックス
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お
知
ら
せ

　

家
庭
用
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の

ロ
ー
ラ
ー
部
の
布
カ
バ
ー
を
外
し
て

使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
衣
服
が
機

器
の
ロ
ー
ラ
ー
部
に
巻
き
込
ま
れ
、

窒
息
死
し
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
家
庭
用
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
取
扱
説
明
書

等
を
よ
く
読
み
、
正
し
く
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆�

カ
バ
ー
を
外
し
た
り
、
破
れ
た
状

態
で
の
使
用
は
大
変
危
険
な
た

め
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○�

こ
れ
ま
で
に
厚
生
労
働
省
に
報
告

さ
れ
た
死
亡
報
告
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
販
売
名

　

ア
ル
ビ　

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ラ
ー

　

製
造
業
者
名

　

株
式
会
社　

的
場
電
機
製
作
所

　

販
売
期
間

　

�

昭
和
58
年
か
ら
平
成
２
年
（
販
売

台
数
：
42
万
台
）

　

事
故
の
概
要

　

�

布
カ
バ
ー
を
外
し
た
状
態
で
使
用

し
、
衣
服
が
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
窒
息
と
な
り
死
亡
し

た
。

②
販
売
名

　

�

ハ
ン
デ
ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー
Ｇ
Ｍ

―
２
（
愛
称
：
も
み
太
く
ん
）

　

製
造
業
者
名

　

株
式
会
社
フ
ジ
医
療
器

　

販
売
期
間

　

�

平
成
７
年
か
ら
平
成
15
年
（
販
売

台
数
：
約
11
万
台
）

　

事
故
の
概
要

　

�

布
カ
バ
ー
が
破
れ
た
状
態
で
使
用

し
、
マ
フ
ラ
ー
が
巻
き
込
ま
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
窒
息
と
な
り
死
亡

し
た
。

一
般
財
団
法
人
日
本
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ス

機
器
協
会

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税

局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

高
校
卒
業
見
込
み
の
方
及
び
高
校
卒

業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

試
験
程
度

高
校
卒
業
程
度

申
込
方
法
及
び
受
付
期
間

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

　

�

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申

込
専
用
ア
ド
レ
ス
（h

ttp
://

w
w

w
.jin

ji-sh
ik

en.g
o.jp/

juken.htm
l

）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

�

申
込
受
付
期
間
は
、
６
月
26
日

（
火
）
か
ら
７
月
５
日
（
木
）
ま
で

②�

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
込

　

�

申
込
用
紙
は
、
人
事
院
九
州
事
務

局
、
熊
本
国
税
局
及
び
最
寄
り
の

税
務
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間
は
、
７
月
２
日

（
月
）
か
ら
７
月
10
日
（
火
）
ま
で

（
10
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

※�

申
込
方
法
に
よ
り
、
受
付
期
間
が

異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験

９
月
９
日
（
日
）

受
験
申
込
・
お
問
合
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
研
修
係

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

人
吉
税
務
署

☎
２
３
‐
２
３
１
１

試
験
期
日

10
月
28
日
（
日
）

試
験
会
場
（
予
定
）

①
熊
本
学
園
大
学

②
熊
本
大
学

※�

試
験
会
場
は
、
受
験
者
が
指
定
で

き
ま
せ
ん
。

受
験
資
格

原
則
と
し
て
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
分
野
で
通
年
５
年
（
一
部
10
年
）

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
）

試
験
案
内
の
配
布
期
間

７
月
20
日
（
金
）
ま
で

試
験
案
内
の
配
布
場
所

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

熊
本
県
認
知
症
対
策
・
地
域
ケ
ア
推

進
課

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※�

郵
送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
布
は

行
い
ま
せ
ん
。

受
験
申
込
の
受
付
期
間

７
月
２
日
（
月
）
か
ら

７
月
20
日
（
金
）

受
験
手
数
料

８
，
５
０
０
円

実
務
研
修
の
予
定

合
格
者
を
対
象
に
、
実
務
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

①
実
施
期
間　

１
月
か
ら
３
月
の
間

７
日
間
（
前
期
３
日
、
後
期
４
日
）

②
実
施
会
場　

熊
本
市

受
験
申
込
・
お
問
合
せ
先

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
人

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

家
庭
用
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ

器
の
適
正
な
使
用
を
お
願

い
し
ま
す

熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
案
内

税
務
職
員
採
用
試
験
案
内

今夏における節電へのご協力のお願い
　九州電力では、現在、原子力発電所の運転停止に伴い、電力供給力確保のため最大限の努力を行なっているとこ
ろですが、今夏は、昨年より皆さまにご協力いただきました節電の効果を見込んだとしても、供給力が不足し、電
力需給はきわめて厳しい状況になることが予想されます。このため、お客さまには、大変なご不便とご迷惑をお掛
けし、誠に申し訳ございませんが、今夏におきましても以下のとおり、節電へのご協力をお願い申し上げます。

【節電へのご協力のお願い内容】
■�７月２（月）から９月７日（金）の平日（８月１３日から１５日を除く）の９時から２０時について節電をお願いいたします。
■１３時から１７時（ピーク時間帯）には、「昨夏から３％程度以上の１０％程度以上」の節電をお願いいたします。
■上記期間・時間帯以外についても、お客さまの生活に支障のない範囲での節電をお願いいたします。

九州電力株式会社

～ふるさと文化財だより～

シリーズ【球磨村の天然記念物＆文化財】
　人吉球磨地方は文化財の宝庫と言われています。私たちの球磨村にも貴重な文化財・天然記念物があり、
数多く指定を受けています。
　「歴史とは、過去と現代の対話である」と言われるように、先人の偉業を重んじることは、より良い村づ
くりを志向するうえで大切なことであり、現代に生きる者の責務であると思います。
　そこで、既にご存知かと思いますが、球磨村内の県指定及び村指定の天然記念物、文化財を広報くまむら
でシリーズとしてご紹介いたします。
　初回は村内の指定天然記念物・文化財一覧をお知らせし、次回より各指定の詳細を掲載する予定です。

NO 種別・名称 指定年月日 所在地

１
県指定 天然記念物

　『神瀬の石灰洞窟』 昭和37年8月7日 神瀬（堤岩戸）

２
県指定 天然記念物

　『メガロドン化石群産地』 昭和56年11月11日 球磨川槍倒しの瀬付近

３
村指定 天然記念物

　『高沢鍾乳洞』 平成8年3月28日 高沢（新田）

４
村指定 天然記念物

　『大瀬鍾乳洞』 平成8年3月28日 大瀬（伊弥平）

５
村指定 天然記念物

　『向淋のオガタマノキ』 平成8年3月28日 一勝地（向淋）

６
県指定文化財 建造物

　『神瀬住吉神社』
村指定　平成8年3月28日
県指定　平成10年1月28日

神瀬（宮園）

７
村指定文化財 建造物

　『松谷阿蘇神社』 平成8年3月28日 三ヶ浦（松谷）

８
村指定文化財 民俗

　『一勝地阿蘇神社庚申塔』 平成8年3月28日 一勝地（宮園）

９
村指定文化財 工芸

　『橋詰観音の鰐口』 平成8年3月28日 一勝地（橋詰）

１０
村指定文化財 民俗

　『鵜口観音』 平成14年1月31日 三ヶ浦（鵜口）

（お問合せ先）球磨村教育委員会　社会教育係　☎32-1117（直通）
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社協コーナー社協コーナー

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。（
５
月
分
）

○
日
隠　

憲
治　

様
（
故　

満
千
代
）

○
上
野　

豊
美　

様
（
故　

勇　
　

）

○
大
瀨　

充　
　

様
（
故　

オ
サ
イ
）

○
毎
床　

郁
子　

様
（
故　

弘　

光
）

○
毎
床　

和
子　

様
（
故　

弘　

之
）

○
松
谷　

和
夫　

様
（
故　

ハ
ツ
メ
）

よ
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

平成２3 年度　事業・決算報告
《事業の実施状況》
①会務の運営
　

▲  

理事会		  ５回開催
　

▲

評議員会		  ３回開催
　

▲

監査		  毎月実施

②地域福祉活動
　

▲

低所得者対策の推進
　

▲

老人福祉事業
　

▲

障がい者福祉事業
　

▲

福祉サービス利用援助事業
　

▲

心配ごと相談事業
　

▲

母子・父子福祉事業
　

▲

児童福祉事業
　

▲

ボランティア活動推進

③社協役員の資質向上
④高齢者生活福祉センター管理・経営
⑤共同募金運動の推進
⑥慰霊祭への協力

　去る５月２５日に開催された理事会・評議員会において、平成
２３年度事業実績報告及び収入支出決算が審議され、原案のとお
り承認されました。

皆様からの暖かい
『心』が

集まりました！

◎　収　入　( 千円 )　　　　　　　　  ◎　支　出　（千円）
勘定科目 決算額　 勘定科目 決算額　

会費収入 732 人件費支出 83,315

寄付金収入 2,682 事務費支出 10,645

補助金収入 1,573 事業費支出 14,958

助成金収入 18,555 貸付事業等支出 630

受託金収入 203 共同募金配分金事業費 1,043

事業収入 850 歳末たすけ合い事業費 845

貸付金事業等収入 549 助成金支出 890

共同募金配分金収入 1,041 財政調整基金
積立預金積立支出 52介護保険収入 79,529

自立支援費等収入 532 経理区分間繰入金支出 9,931

利用料収入 26 支出合計 122,309

雑収入等 3,253

経理区分間繰入金収入 9,931

退職共済預け金 当期資金収支差額 1,212
返還金収入 4,065 前期末支払資金残高 36,426

収入合計 123,521 当期末支払資金残高 37,638

　平成 23年度　球磨村社会福祉協議会収支決算書

《単位：人》
クラブ名 会員数 利用人員 月　平均

福 寿 会 34 113 9.42 
ミ ド リ 会 50 384 32.00 
鏡 山 長 寿 会 52 263 21.92 
渡 ニ コ ニ コ 会 50 122 10.17 
渡 西 鶴 亀 会 90 584 48.67 
親 和 会 46 316 26.33 
む つ み 会 58 283 23.58 
岳 本 老 人 会 45 25 2.08 
川 岳 老 人 会 31 261 21.75 
毎 床 寿 ク ラ ブ 69 172 14.33 
鵜 口 老 人 ク ラ ブ 34 11 0.92 
上 区 寿 会 88 93 7.75 
川 内 区 老 人 ク ラ ブ 127 204 17.00 
下 区 老 人 会 54 33 2.75 
清 水 川 老 人 ク ラ ブ 63 336 28.00 
大 瀬 寿 ク ラ ブ 48 104 8.67 
那 良 川 老 人 会 8 76 6.33 
松 谷 亀 寿 会 42 9 0.75 
庄 本 老 人 会 25 150 12.50 

小　　　計 1,014 3,539 294.92 
個　　　人 426 35.50 
回　数　券 289 24.08 
小　　計 715 59.58
合　　計 1,014 4,254

●交流部門年間利用状況	
●在宅福祉サービス事業

利用実績

介 護 保 険 事 業
居
宅
介
護

支
援
事
業

訪
問
介
護

事
　
　
業

訪
問
入
浴

介
護
事
業

通
所
介
護

事
　
　
業

年間延
利用人数 647 338 26 833

年間延
利用回数 − 4,637 60 8,056

利用実績

村 受 託 事 業

軽
度
生
活

支
援
事
業

障
害
者
自
立

支
援
制
度
事
業

年間延
利用人数 32 36

年間延
利用回数 127 206

1,250,615 円

実
績
内
訳

戸 別 募 金 712,000

法 人 募 金 175,000

職 域 募 金 138,104

街 頭 募 金 111,574

学校・その他 113,937

平成 23年度共同募金実績

　球磨村の人口　4,370 人 　（平成 24 年 4 月 1 日 現在）

年齢 男 女 総数 比率
６０歳以上 866 1,198 2,064 47.2 

６５歳以上 644 1,018 1,662 38.0 

７０歳以上 530 888 1,418 32.4 

８０歳以上 223 448 671 15.4 

９０歳以上 19 68 87 2.0 

●心配ごと相談状況

60 歳以上の高齢者比率

相

談

事

項

生 
 

 
 

 
 

計

職  

業
・
生 

業

家
　
　
　
　
　
　
族

健
康
・
保
健
・
衛
生

財
　
　
　
　
　
　
産

教
育
　
・ 

青
少
年

苦
　
　
　
　
　
　
情

そ

の

他

合
　    

　

計

件
数 2 1 5 1 3 5 1 1 19

貸　借　対　照　表

資　産　の　部 負債及び純資産の部

科　　目 金額（単位：円） 科　　目 金額（単位：円）

流動資産 40,219,531 流動負債 2,581,032

　　現金 40,215 　　未払金 2,491,610

　　預貯金 27,704,842 　　預り金 89,422

　　未収金 12,264,511

　　貯蔵品 207,120 固定負債 72,370,511

　　立替金 2,843

固定資産 137,579,696 負債の部合計 74,951,543

　基本財産 1,000,000 基本金 1,000,000

　その他の固定資産 136,579,696 国庫補助金等特別積立金 1,943,334

その他の積立金 60,106,124

次期繰越活動収支差額 39,798,226

純資産の部合計 102,847,684

資産の部合計 177,799,227 負債・純財産合計 177,799,227

ボランティア連絡協議会の会員の皆様と一緒に
奉仕作業を行いました。

　今年も球磨村社会福祉協議会の会費につ
いてのご協力を、６月に区長及び班長さん
を通じて、お願い致します。
　この会費制度は、村民の皆様からの善意
による、いわば助け合いの精神にもとづい
て行われている性格上、会員としての特典
はありませんが、会員の加入促進につきま
して少しでも多くの皆様にご入会をいただ
きたいという願いはあります。
ご加入はあくまで個人の自由であり、決し
て強制的なものでも、他から強制されるも
のでもありません。当然のことながら不利
益が生じることもありません。
　このようなことから、今後とも社会福祉
協議会の性格をご理解いただきご協力を賜
りますようよろしくお願い致します。　

年会費
一般会員   　500円

特別会員　5,000円

みんなでつくる
福祉社会

♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥

♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　�「陽だまり」7月行事予定

《陽だまりサロン》

《３～４、
８～９ヶ月健診》

　　《 “やまびこふれあい”のご案内 》　　　　　　　　　　神瀬保育園

 ６日（金）陽だまりサロン
　　　　　　 ママ誕生会
11日（水）陽だまりサロン
14日（土）りんごの木サークル
18日（水）陽だまりサロン
19日（火）３～４、８～９ヶ月健診
26日（木）あおむし応援団
　　　　　 夏休み特別活動
31日（火）陽だまりサロン

●と　き：６月３０日（土）　 午前　９：００～１０：００　園児出し物他
　　　　　　　　　　　　　　午前１０：００～１１：００　大型人形劇「シンデレラ」
●場　所：神瀬多目的集会所

　子ども達の歌、演奏他ふれあい行事を予定、その後は恒例の大型人形劇で今年の
演目は「シンデレラ」です。子供たちが本物に触れる機会です。
　地域の方々他のお子様も見学できます。
　行事にちなんだお話しを絵本で読んでもらったり事前学習もありますが、創作が入
りますから子ども達の知ってるお話と例年若干違っているのも楽しみの一つです。
　一般の方にも十分お楽しみ頂けると思います。どうぞ見にいらして下さい。

見かけたら声かけて
下さいね (*^。^*)

「健康体操」
健康運動士の松本さんに
肩こりに効くツボ、体操
を指導していただきまし
た。

「ジャム作り」
球磨村産のいちごと梅を使っ
てジャム作りをしました。

球磨村産の梅をたくさんいた
だきましたので、梅ジャム、
梅みそ、梅シロップ、梅干し
と「スローフード」作りに挑戦。
うまくできますように (^^)/

いちご・梅を煮ています

はじめまして
よろしくね！

《赤ちゃんこんにちは》　月に３～４回開催している「陽だまりサロン」では、
フリートークをはじめ、保健師による「ナンシー講座
（育児講座）」、看護師の「陽だまり講座」、健康運動
士の「健康体操」、球磨村の農産物を使った食育実践の
「クッキング」などなど子育て中のお母さん、子どもさ
んが楽しく集える場を提供しています。初めて参加の方
大歓迎！ですので、気軽にお問合せ下さい(^^)/

陽
だ
ま
り

キ
ッ
ズ

元
気
で
す
。

一勝地駐在所
福島 康二

☎３２－００２４

渡駐在所
小澤 征嗣

☎３３－００５５

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
興味をもたれた方アクセス願います。（＼＾ｖ＾／）

（パソコン）http://k-ypa. net/　　　（携帯電話）http://k- ypa.  net/i/

球磨村青年団２０１２

くまむら　ぱとろーる

湯前町青年団との交流会が、６月２日に開催され
ました。最初にみんなでボーリング！スコアは

別にしてとても楽しむことができました。
　そして、交流会の本番、夜の部の飲み会では、今
まで話したことがなかった人とも交流を深めること
ができ、楽しいひとときを過ごしました。
　青年団は、他町村の団員との交流会も開催してた
くさんの人との出会いの場でもあります。いろんな
人と出会い、楽しみたいと思っている人はぜひ一度参加してみませんか？
連絡待ってます☆

ボーリングで交流 楽しかよぉ～ みんなでピ～ス

湯前町青年団と交流会

６月３０日～７月１日
球青協文化祭が開催!!

 球磨村青年団は、文化祭
に向けて毎日、合唱やダン
ス、郷土芸能などの練習に
励んでいます。その成果を
観にぜひあさぎり町須恵文
化ホールまでご来場くださ
い☆お待ちしてます！

水
遊
び
・
登
山
で
の
注
意
事
項
！

　

夏
期
（
６
月
～
８
月
）
は
、
水
難
事
故
、
山
岳
事
故
等
の
発
生
に
つ
な
が
る
危

険
性
の
高
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
次
の
注
意
事
項
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

水
難
事
故
の
注
意
事
項

・
子
供
だ
け
で
の
水
遊
び
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
た
ら
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
し
て
の
水
遊
び
や
海
水
浴
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・�

水
遊
び
や
海
水
浴
で
は
、
適
度
に
休
憩
を
と
り
、
無
理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

・�

浮
き
輪
や
ロ
ー
プ
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の
救
命
用
具
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
単
独
で
の
魚
釣
り
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
山
間
部
の
天
候
状
況
等
も
気
に
か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

登
山
事
故
の
注
意
事
項

・
余
裕
の
あ
る
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

・�

服
装
や
装
備
品
等
は
入
山
前
に
十
分
点
検
し
、
取
り
扱
い
に
も
慣
れ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
出
発
前
に
気
象
情
報
を
必
ず
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

・
適
度
に
休
憩
を
と
り
、
無
理
な
登
山
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
無
線
機
等
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

・�

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
必
ず
携
帯
し
、
電
池
切
れ
に
備
え
て
予
備
電

池
も
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

・
ゴ
ミ
は
放
置
せ
ず
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

・
農
林
業
の
方
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○�

梅
雨
に
入
り
雨
天
時
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
雨
天
時
は
、
視
界
が
悪
く
な
る
た

め
、
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
雨
天
走
行
時
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
心
が

け
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○�

球
磨
村
内
の
横
断
歩
道
で
、
小
学
生
が
車
に
は
ね
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
漫
然
運
転
は
や
め
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
に
注
意
し
て
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

雨
天
走
行
時
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
!!

横
断
歩
道
に
注
意
を
!!
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頑張れロアッソ !!
〜 Road to J1 〜

今月のおススメＢｏｏｋｓ

　麒麟の翼
東野圭吾　著　

　寒い夜、日本橋・麒麟像の台座にもたれ
かかっていた男は、胸をナイフで刺されてい
た。ほぼ同刻、現場近くから逃げ出した若い
男は、トラックにはねられ意識不明の重体に
なる。両者の接点が次々に明らかとなり、事
件は急展開で収束に向かうが…。
　大都会の真ん中で発生した事件の真相に、
加賀恭一郎が挑む。

タブスおばあさんと三匹のおはなし
ヒュー・ロフティング　文・絵

南條竹則　訳
　『ドリトル先生　アフリカへ行く』の著者
ロフティング自身が描いた絵で楽しむ作品。
　農場を追い出され、長年暮らした家を出て
ゆかねばならなくなったタブスおばあさんと
犬とアヒルと豚。三匹は、おばあさんをなん
とか農場へ帰してあげようとして…。１００
歳のおばあさんと動物の心あたたまる物語。

心を整える。勝利をたぐり寄せるため
の５６の習慣

長谷部誠　著　
　サッカー日本代表キャプテン・長谷部誠。
選手として突出した武器をもっているわけで
はない彼が、なぜあらゆる指揮官に重宝さ
れ、勝利を呼び込むのか。そのヒントは彼独
自のメンタル術にある??
　勝利をたぐり寄せるための５６の習慣を紹
介します。

（ロアッソ熊本に関するお問合せ先）
（株）アスリートクラブ熊本
☎０９６－２８３－１２００

（お問合せ及び予約先）球磨村教育委員会　☎３２－１１１７
受付日：月曜日～金曜日（祝日除く）　受付時間：８：３０～１７：００

7月　休日当番医 ※�都合により変更になる場合がありますので、受診される方は
当番医療機関にご確認ください。

７月　１日（日）

仁田畑クリニック 多良木町 多良木町多良木８９５－６ ☎４２－１１２３
脳神経外科小林クリニック 錦町 錦町西３６０４－１０６ ☎３８－５６７０
緒方医院 相良村 相良村川辺１７６４ ☎３５－０１３１
増田クリニック小児科 人吉市 人吉市五日町４４ ☎２２－３５７０

７月　８日（日）
井口医院 多良木町 多良木町多良木２９０５－１ ☎４２－５５７０
たかの眼科 あさぎり町 あさぎり町上北１９３－１ ☎４７－２５５０
公立多良木病院小児科 多良木町 多良木町多良木４２１０ ☎４２－２５６０

７月１５日（日）

東病院 あさぎり町 あさぎり町岡原北９４６ ☎４５－５７１１
増田耳鼻咽喉科クリニック あさぎり町 あさぎり町免田東１４４０－１１ ☎４５－８００１
権頭医院 相良村 相良村四浦東２８１５ ☎３６－０００８
たかはし小児科内科医院 人吉市 人吉市相良町８－１ ☎２４－２２２２

７月１６日（月・祝）
犬童耳鼻咽喉科 多良木町 多良木町多良木２８３４ ☎４３－０７７７
岩井クリニック あさぎり町 あさぎり町深田東４５５－１ ☎４９－２１８１
人吉総合病院小児科 人吉市 人吉市老神町３５ ☎２２－２１９１

７月２２日（日）
桑原医院 あさぎり町 あさぎり町免田東１９８２ ☎４５－０２０５
犬童内科胃腸科医院 あさぎり町 あさぎり町上北１６９－２ ☎４５－１１２５
やまむら医院 あさぎり町 あさぎり町免田東１４９７－６４ ☎４５－０００５

７月２９日（日）
こんどう整形外科 あさぎり町 あさぎり町免田東２７９１ ☎４５－６５５５
高田内科医院 錦町 錦町一武１５７６－１ ☎３８－３６７７
増田クリニック小児科 人吉市 人吉市五日町４４ ☎２２－３５７０

１ 日 ●郡市中体連（球磨郡・人吉市）

２ 月

３ 火

４ 水

５ 木 ●秋インゲン栽培管理講習会　（9：00 〜  松谷公民館前、
　10：30 〜  一勝地温泉かわせみ前、13：30 〜  渡多）

６ 金

７ 土

８ 日

９ 月

１０火 ○区長文書（広報お知らせ版発行）

１１水 ●村老連グラウンドゴルフ大会（運公）

１２木

１３金

１４土

１５日

１６月

みんなのひろば
【
肥
後
狂
句
】
兆
吉
の
肥
後
狂
句
集
よ
り

・
心
配
い
ら
ん
　
自
家
用
だ
け
は
無
農
薬

　�

近
所
の
農
家
か
ら
「
こ
ら
内
で
食
う
と
に
作
っ
た
ト
マ
ト
だ
け
ん
・
・
・
」

と
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
。
毎
日
食
べ
る
米
だ
け
は
、
薬
漬
け
で
な
い

の
が
ほ
し
い
。

・
ぼ
ろ
儲
け
　
元
手
は
舌
の
先
だ
っ
た

　�

総
会
屋
は
舌
三
寸
に
脅
し
を
乗
せ
て
企
業
か
ら
、
詐
欺
師
は
牛
を
ネ

タ
に
一
般
か
ら
巨
額
の
金
を
巻
き
上
げ
た
。
共
に
元
手
は
「
舌
」
ぼ

ろ
儲
け
だ
。

（
日
當
山
岳
）

【
川 

柳
】

・
逝
き
し
妻
　
の
こ
し
た
梅
の
　
ほ
ど
の
よ
さ

・
虎い

た
ど
り杖

を
　
見
れ
ば
手
が
出
る
　
山
育
ち

（
上
村
義
喜
）

・
ツ
バ
メ
の
巣
　
予
約
忘
れ
ず
　
舞
い
戻
る

・
父
の
日
は
　
ジ
ョ
ッ
キ
の
生
が
　
う
れ
し
い
ね

（
カ
ヅ
子
）

【
狂 

句
】

・
年
金
は
　
納
め
ん
人
も
　
や
る
ち
わ
す

・
焼
酎
を
　
横
目
で
チ
ラ
リ
　
薬
服
む

（
鳥
飼
竜
胆
）

【
短 

歌
】

・
八
十
八
夜
　
静
か
な
村
が
　
賑
わ
え
り

　
家
族
で
輪
に
な
り
　
茶
を
摘
む
姿

・
バ
ァ
様
の
　
エ
ン
ド
ウ
豆
の
　
味
な
つ
か
し

　
年
か
さ
ね
て
知
る
　
先
祖
へ
の
恩

（
山
本
露
子
）

・〝
母
の
日
〟
は
　
子
等
か
ら
届
く
　
恒
例
の

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
　
可
愛
い
エ
プ
ロ
ン

（
犬
童
幸
子
）
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　村民の皆さんからお寄せいただいた「肥後狂句」「川柳」「短歌」を掲載
します。全てを掲載できない場合もありますのでご了承ください。

（
掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。）

［清流館］＝球磨村コミュニティセンター清流館／［渡多］＝渡多目的集会施設／［神多］＝神瀬多目的集会施設／［やまなみ］＝石の交流館「や
まなみ」／［かわせみ］＝一勝地温泉かわせみ／［渡小］＝渡小学校／［一小］＝一勝地小学校／［球中］＝球磨中学校／［運公］＝総合運
動公園／［さんがうら］＝田舎の体験交流館「さんがうら」

⑦月行事予定　EVENT CALENDER
※変更になる場合もあります

１７火

１８水

１９木 ●３歳８カ月児健診（13：00 ～　渡多目）	

２０金

２１土

２２日

２３月

２４火

２５水 ○区長文書（広報くまむら発行）		

２６木 ●行政相談（10：00 ～　清流館）		

２７金

２８土

２９日

３０月 ●チャレンジグラウンドゴルフ交流会（渡小）

３１火

　※�７月は郡民体育祭が土日を中心に開催されます。詳しい日程について
は、お知らせ版６月号をご確認ください。

【試合結果】（６月１７日現在）
第１６節　vs　モンテディオ山形　 （HOME）（２－１○）
第１７節　vs　横浜ＦＣ　　　　 　（AWAY）（０－２●）
第１８節　vs　水戸ホーリーホック（HOME）（２－１○）
第１９節　vs　ザスパ草津　　　　 （AWAY）（０－０△）
第２０節　vs　ギラヴァンツ北九州（HOME）（２－２△）

【７月の試合予定】
第２２節（７月　１日） vs ジェフユナイテッド千葉（HOME）
第２３節（７月　８日） vs ＦＣ岐阜　　　　　 　（AWAY）
第２４節（７月１５日） vs 京都サンガＦ . Ｃ .　　（HOME）
第２５節（７月２２日） vs 東京ヴェルディ　　 　（AWAY）
第２６節（７月２９日） vs 徳島ヴォルティス　　 （HOME）

ロアッソ熊本ホームゲーム無料招待
先着１００名様に無料招待券プレゼント!!

◆試合日時
　８月２６日（日）　１９時　キックオフ
◆対戦相手
　ロアッソ熊本 vs カターレ富山
◆会　　場
　熊本県民運動公園陸上競技場【KKWING】
◆応募方法
　�球磨村役場　総務企画課　企画広報係
 （☎３２－１１３８）までお電話ください！

※招待券の数がなくなり次第終了いたします。
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ハ
ツ
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谷

毎ま
い
と
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國く
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お男
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才
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床

池い
け
し
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芳よ
し
さ
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才

大
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田

5月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

6月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,614 △ 2 △ 21

人　口（人） 4,352 0 △ 128

男　（人） 2,053 △ 1 △ 71

女　（人） 2,299 1 △ 57

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

日ひ
が
く
れ隠　

陽は
る
と大

浩ひ
ろ
し

日　

隠

　
梅
雨
に
入
り
じ
め
じ
め
と
し
た

過
ご
し
に
く
い
日
が
続
き
ま
す
が

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　
５
月
の
終
わ
り
か
ら
６
月
の
始

め
に
か
け
て
数
回
、
ホ
タ
ル
を
撮

影
し
よ
う
と
庄
本
川
に
出
か
け
ま

し
た
。
暗
い
中
一
人
、
川
沿
い

で
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
る
姿
は
、

き
っ
と
怪
し
い
光
景
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
道
具
も
な
か
な
か
そ

ろ
わ
な
い
中
、
撮
れ
た
の
が
掲
載

し
て
い
る
写
真
で
す
。
納
得
で
き

る
１
枚
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
を
今
の
実
力
だ
と
認
め
、
ま
た

来
年
、
い
い
写
真
を
撮
れ
る
よ
う

に
腕
を
磨
き
再
挑
戦
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。
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松舟地区の庄本川沿いでホタルの姿を観ることができました

笠を広げたキヌガサダケ

美
し
い
ホ
タ
ル
の
光
跡

　

５
月
の
中
頃
か
ら
６
月
の
中
頃

に
か
け
て
球
磨
村
で
も
ホ
タ
ル
の

姿
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
８
時
を
過
ぎ
て
薄
暗
く
な

り
始
め
た
頃
に
な
る
と
、
木
々
や

葉
っ
ぱ
の
間
か
ら
黄
色
い
優
し
い
光

を
照
ら
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
ホ

タ
ル
が
姿
を
見
せ
始
め
ま
し
た
。

　

田
植
え
の
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
か

ら
は
、
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
、
そ
の
上
を
飛
び
交
う
ホ
タ
ル

の
光
景
に
感
動
し
、
あ
ら
た
め
て

球
磨
村
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

優
雅
に
笠
を
広
げ
る

　

６
月
18
日
、
那
良
地
区
の
村
道

沿
い
に
キ
ヌ
ガ
サ
ダ
ケ
が
姿
を
現

し
ま
し
た
。

　

キ
ヌ
ガ
サ
ダ
ケ
は
、
そ
の
姿
形

が
あ
ま
り
に
も
優
雅
で
繊
細
な
こ

と
か
ら
「
キ
ノ
コ
の
女
王
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
る

こ
と
も
で
き
、
味
は
良
い
の
に
発

生
量
は
少
な
く
、
見
る
こ
と
も
味

わ
う
こ
と
も
難
し
い
こ
と
か
ら

「
幻
の
キ
ノ
コ
」
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

庄本川沿いを舞う初夏の風物詩


